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溝 

口 
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先 
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（

先

生

の

お

話

の

要

旨

を

掲

載

し

ま

す

） 

「

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

」

は

、

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

ウ

イ

ル

ス

に

感

染

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

起

こ

る

病

気

で

す

。

風

邪

よ

り

も

比

較

的

急

速

に

症

状

が

出

現

す

る

発

熱

、

咳

、

悪

寒

、

関

節

や

筋

肉

の

痛

み

な

ど

が

あ

り

ま

す

。

同

じ

よ

う

に

「

ノ

ロ

ウ

イ

ル

ス

」

に

よ

る

感

染

症

に

も

注

意

し

て

く

だ

さ

い

。

個

人

差

は

あ

り

ま

す

が

突

発

的

で

激

し

い

吐

き

気

、

嘔

吐

、

下

痢

な

ど

の

症

状

が

一

日

～

二

日

ほ

ど

続

き

ま

す

。 

ウ

イ

ル

ス

性

感

染

症

に

は

多

様

な

感

染

経

路

が

あ

り

、

い

っ

た

ん

流

行

す

る

と

、

年

齢

や

性

別

を

問

わ

ず

多

く

の

人

に

短

期

間

で

感

染

が

広

が

り

ま

す

の

で

予

防

と

感

染

対

策

が

重

要

に

な

り

ま

す

。 

 
１

．

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

予

防

方

法

と

し

て

、

日

常

生

活

上

の

注

意

と

ワ

ク

チ

ン

を

使

用

し

た

予

防

接

種

が

あ

り

ま

す

。 

・

免

疫

力

の

低

下

は

感

染

し

や

す

い

状

態

を

作

る

た

め

、

偏

ら

な

い

十

分

な

栄

養

や

睡

眠

休

息

を

と

る

こ

と

が

大

切

で

す

。

こ

れ

は

風

邪

や

ほ

か

の

ウ

イ

ル

ス

感

染

に

関

し

て

も

非

常

に

効

果

が

高

く

な

り

ま

す

。 

・

石

け

ん

に

よ

る

手

洗

い

や

手

指

消

毒

の

励

行

。

手

で

目

や

口

を

触

ら

な

い

こ

と

。

間

違

っ

た

マ

ス

ク

の

使

用

は

感

染

を

拡

大

さ

せ

る

危

険

性

が

あ

る

の

で

、

説

明

書

の

使

用

方

法

を

よ

く

読

ん

で

着

用

し

て

く

だ

さ

い

。 

・

感

染

の

可

能

性

が

考

え

ら

れ

る

場

所

に

、

長

時

間

い

る

こ

と

を

避

け

る

必

要

も

あ

り

ま

す

。 

・

ワ

ク

チ

ン

の

接

種

は

一

週

間

で

抗

体

が

上

昇

し

、

一

ヶ 

 
月

後

の

ピ

ー

ク

を

迎

え

三

～

四

ヶ

月

効

果

が

あ

り

ま

す

。 

２

．

施

設

に

よ

る

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

対

策

は

手

指

消

毒

の

励

行

、

流

行

時

の

施

設

利

用

者

・

ご

家

族

の

不

要

不

急

な

面

会

の

制

限

（

感

染

拡

大

の

防

止

）

、

職

員

の

健

康

管

理

（

ワ

ク

チ

ン

接

種

）

な

ど

で

す

。

流

行

拡

大

時

に

抗

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

薬

の

予

防

投

与

の

徹

底

も

重

要

と

な

り

ま

す

。 

  
 
 

施

設

か

ら

の

お

願

い 

ご

面

会

の

皆

様

に

は

、

次

の

七

項

目

の

厳

守

に

ご

協

力

を

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

 
 

一

、

面

会

は

で

き

る

だ

け

午

前

九

時

～

午

後

五

時

の

間

に

お

願

い

い

た

し

ま

す

。 

二

、

施

設

の

出

入

り

は

、

正

面

玄

関

（

２

Ｆ

）

か

ら

と

し

て

く

だ

さ

い

。 

三

、

ご

来

園

の

際

は

、

必

ず

マ

ス

ク

を

持

参

着

用

し

て

、 

「

咳

エ

チ

ケ

ッ

ト

」

を

守

り

ま

し

ょ

う

。 

四

、

手

指

消

毒

を

励

行

し

ま

し

ょ

う

。 

五

、

事

務

室

に

来

意

を

告

げ

て

か

ら

、

各

フ

ロ

ア

へ

お

越

し

く

だ

さ

い

。 

六

、

各

フ

ロ

ア

の

ケ

ア

・

ワ

ー

カ

ー

に

も

来

意

を

告

げ

て

く

だ

さ

い

。 

七

、

風

邪

症

状

等

、

体

調

に

不

安

が

あ

る

方

は

事

前

に

面

会

を

お

控

え

く

だ

さ

い

。 

＊

流

行

時

期

や

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

感

染

ま

た

は

疑

い

の

あ

る

方

は

、

面

会

を

制

限

さ

せ

て

い

た

だ

く

場

合

が

あ

り

ま

す

の

で

ご

理

解

と

ご

協

力

を

お

願

い

い

た

し

ま

す

。 

 

感染症の予防と対策について、愛寿会 嘱託医 溝口康司先生からご教示をいただきました。 
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杜
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杜
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校
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杜
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ェ
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タ

フ

ェ
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タ
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ェ

ス

タ

フ

ェ
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タ    

杜杜杜杜
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にににに    

おおおお

招招招招

き

い

た

だ

い

て

き

い

た

だ

い

て

き

い

た

だ

い

て

き

い

た

だ

い

て    

～～～～    

 

    

十

月

十

一

日

（

土

）

、

素

晴

ら

し

い

秋

晴

れ

の

下

「

北

杜

高

校

」

の

収

穫

祭

が

盛

大

に

開

催

さ

れ

、

福

祉

系

列

の

生

徒

さ

ん

に

お

年

寄

り

へ

の

「

お

も

て

な

し

」

と

し

て

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ム

や

す

ら

ぎ

と

特

養

の

利

用

者

様

が

ご

招

待

を

受

け

ま

し

た

。 

 

～～～～    

特

養

特

養

特

養

特

養    

バ

ス

ハ

イ

キ

ン

グ

バ

ス

ハ

イ

キ

ン

グ

バ

ス

ハ

イ

キ

ン

グ

バ

ス

ハ

イ

キ

ン

グ

    

～～～～    

    

 

十

月

十

七

日

（

金

）

、

清

里

方

面

へ

紅

葉

を

見

に

出

掛

け

て

き

ま

し

た

。 

 

仁

生

園

を

出

発

し

て

山

の

中

の

道

を

通

り

、

車

中

か

ら

赤

や

黄

色

等

様

々

な

木

の

葉

の

紅

葉

の

始

ま

り

を

見

て

楽

し

ま

れ

て

い

ま

し

た

。 

 

北

杜

市

大

泉

町

の

「

ま

き

ば

公

園

」

に

立

ち

寄

り

ジ

ュ

ー

ス

や

お

菓

子

、

リ

ク

エ

ス

ト

の

多

か

っ

た

ソ

フ

ト

ク

リ

ー

ム

を

食

べ

な

が

ら

、

広

い

牧

場

や

動

物

を

見

ま

し

た

。

風

が

冷

た

く

少

し

肌

寒

さ

も

感

じ

ま

し

た

が

良

く

晴

れ

て

い

て

、

利

用

者

様

は

「

美

味

し

い

」

「

寒

い

中

食

べ

る

の

も

い

い

ね

」

と

話

を

し

な

が

ら

お

や

つ

タ

イ

ム

を

過

ご

し

ま

し

た

。 

 

 

 

久

し

ぶ

り

に

園

外

に

出

掛

け

、

新

鮮

な

秋

の

空

気

に

触

れ

、

可

愛

い

生

徒

さ

ん

の

出

し

物

を

見

、

取

り

立

て

の

野

菜

を

味

わ

い

「

最

高

の

思

い

出

が

、

ま

た

ひ

と

つ

で

き

た

ね

。

も

っ

と

た

く

さ

ん

の

人

で

来

た

い

ね

」

と

帰

り

の

車

中

で

賑

や

か

な

会

話

と

笑

顔

が

溢

れ

て

い

ま

し

た

。 

 

賑

わ

う

特

設

会

場

で

、

吹

奏

楽

部

の

演

奏

、

コ

ー

ラ

ス

部

の

歌

、

地

域

の

方

の

パ

ン

ト

マ

イ

ム

等

夢

中

で

見

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

「

家

の

子

は

、

こ

の

学

校

に

通

っ

た

。

今

日

来

ら

れ

て

嬉

し

い

よ

」

と

何

度

も

繰

り

返

す

利

用

者

様

。 

 

生

徒

さ

ん

に

案

内

さ

れ

、

収

穫

し

た

野

菜

で

作

っ

た

カ

レ

ー

や

豚

汁

を

味

わ

い

、

手

作

り

の

コ

ー

ス
 

タ

ー

を

プ

レ

ゼ

ン

ト

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。 

 

 

 

帰

り

は

別

の

ル

ー

ト

を

通

り

、

仁

生

園

ま

で

帰

っ

て

き

ま

し

た

が

、

「

行

き

帰

り

と

違

う

紅

葉

が

見

ら

れ

て

楽

し

か

っ

た

」

と

い

う

感

想

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。

ま

た

、

「

こ

れ

か

ら

も

色

々

な

所

へ

連

れ

て

行

っ

て

ね

」

と

話

さ

れ

、

バ

ス

ハ

イ

キ

ン

グ

を

楽

し

み

に

し

て

い

る

利

用

者

様

が

大

勢

い

ら

っ

し

ゃ

い

ま

し

た

。 

 

 

「

蛍

の

光

」

な

ど

皆

様

に

お

な

じ

み

の

歌

や

昔

懐

か

し

い

歌

、

季

節

の

歌

等

を

合

唱

し

ま

し

た

。 

大

正

琴

の

響

き

と

、

軽

快

な

お

し

ゃ

べ

り

を

交

え

な

が

ら

の

時

間

は

「

あ

っ

」

と

い

う

間

に

過

ぎ

、

皆

様

名

残

惜

し

そ

う

な

表

情

で

次

回

の

慰

問

を

期

待

す

る

声

も

聞

か

れ

ま

し

た

。 

 

 

十

月

十

日

（

金

）

、

山

梨

県

南

ア

ル

プ

ス

市

か

ら

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

の

管

理

者

さ

ん

と

、

白

根

聖

明

園

の

職

員

さ

ん

二

名

の

方

が

大

正

琴

演

奏

の

慰

問

に

来

て

く

だ

さ

い

ま

し

た

。 

 

ま

ず

は

、

認

知

症

予

防

の

た

め

の

リ

ハ

ビ

リ

体

操

で

身

体

を

ほ

ぐ

し

、

大

正

琴

に

合

わ

せ

て

「

富

士

山

」
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～～～～    

マ

ン

マ

カ

リ

ー

ナ

・

マ

ン

ド

リ

ン

マ

ン

マ

カ

リ

ー

ナ

・

マ

ン

ド

リ

ン

マ

ン

マ

カ

リ

ー

ナ

・

マ

ン

ド

リ

ン

マ

ン

マ

カ

リ

ー

ナ

・

マ

ン

ド

リ

ン

演

奏

会

演

奏

会

演

奏

会

演

奏

会    

～～～～    

    
十

月

二

十

一

日

（

火

）

仁

生

園

の

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

・

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

ホ

ー

ル

に

て

、

マ

ン

ド

リ

ン

グ

ル

ー

プ

『

マ

ン

マ

カ

リ

ー

ナ

』

さ

ん

に

よ

る

、

マ

ン

ド

リ

ン

と

ギ

タ

ー

の

演

奏

会

が

催

さ

れ

ま

し

た

。

グ

ル

ー

プ

名

の

マ

ン

マ

カ

リ

ー

ナ

は

イ

タ

リ

ア

語

の

マ

ン

マ

（

お

か

あ

さ

ん

）

カ

リ

ー

ナ

（

か

わ

い

い

）

に

由

来

し

て

い

る

そ

う

で

す

。

 

代

表

の

玉

井

様

を

は

じ

め

と

す

る

、

二

十

名

の

皆

様

に

よ

る

マ

ン

ド

リ

ン

と

ギ

タ

ー

の

迫

力

あ

る

演

奏

と

す

ば

ら

し

い

選

曲

に

、

入

所

者

・

利

用

者

の

皆

様

、

演

奏

に

聴

き

入

っ

た

り

、

口

遊

ん

だ

り

と

大

変

、

喜

ん

で

お

ら

れ

ま

し

た

。

 

   

～～～～    

第

二

仁

生

園

第

二

仁

生

園

第

二

仁

生

園

第

二

仁

生

園    白

熱

白

熱

白

熱

白

熱

のののの

ボ

ー

リ

ン

グ

ボ

ー

リ

ン

グ

ボ

ー

リ

ン

グ

ボ

ー

リ

ン

グ

大

会

大

会

大

会

大

会    

～～～～    

 

～～～～    

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー    

紅

葉

紅

葉

紅

葉

紅

葉

バ

ス

ハ

イ

キ

ン

グ

バ

ス

ハ

イ

キ

ン

グ

バ

ス

ハ

イ

キ

ン

グ

バ

ス

ハ

イ

キ

ン

グ    

～～～～    

    

今

年

も

、

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

の

恒

例

行

事

で

あ

る

紅

葉

バ

ス

ハ

イ

キ

ン

グ

を

十

月

十

四

・

十

五

・

十

八

・

二

十

四

日

に

開

催

い

た

し

ま

し

た

。

今

回

の

紅

葉

バ

ス

ハ

イ

キ

ン

グ

は

仁

生

園

（

長

坂

町

）

か

ら

、

ま

き

ば

公

園

（

大

泉

町

）

ま

で

八

ヶ

岳

南

麓

を

横

断

す

る

と

い

う

コ

ー

ス

を

設

定

さ

せ

て

頂

き

、

車

窓

か

ら

望

む

八

ヶ

岳

の

紅

葉

を

楽

し

ん

で

頂

く

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。 
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演

奏

会

演

奏

会

演

奏

会

演

奏

会

プ

ロ

グ

ラ

ム

プ

ロ

グ

ラ

ム

プ

ロ

グ

ラ

ム

プ

ロ

グ

ラ

ム    

ⅠⅠⅠⅠ

、、、、

マ

ン

ド

リ

ン

マ

ン

ド

リ

ン

マ

ン

ド

リ

ン

マ

ン

ド

リ

ン

演

奏

演

奏

演

奏

演

奏    

一一一一

、、、、

サ

ン

タ

ル

チ

ア

サ

ン

タ

ル

チ

ア

サ

ン

タ

ル

チ

ア

サ

ン

タ

ル

チ

ア    

二二二二

、、、、

童

謡

集

童

謡

集

童

謡

集

童

謡

集    

    

ⅡⅡⅡⅡ

、、、、

み

ん

な

で

み

ん

な

で

み

ん

な

で

み

ん

な

で

歌歌歌歌

い

ま

し

ょ

う

い

ま

し

ょ

う

い

ま

し

ょ

う

い

ま

し

ょ

う    

 
 

 
 

 
 

 
 

一一一一

、、、、

荒

城

荒

城

荒

城

荒

城

のののの

月月月月    

 
 

 
 

 
 

 
 

二二二二

、、、、

浜

辺

浜

辺

浜

辺

浜

辺

のののの

歌歌歌歌    

 
 

 
 

 
 

 
 

三三三三

、、、、

み

か

ん

の

み

か

ん

の

み

か

ん

の

み

か

ん

の

花

咲

花

咲

花

咲

花

咲

くくくく

丘丘丘丘    

 
 

 
 

 
 

 
 

四四四四

、、、、

瀬

戸

瀬

戸

瀬

戸

瀬

戸

のののの

花

嫁

花

嫁

花

嫁

花

嫁    

 
 

 
 

 
 

 
 

五五五五

、、、、

青青青青

いいいい

山

脈

山

脈

山

脈

山

脈    

 
 

 
 

 
 

 
 

六六六六

、、、、

千

曲

川

千

曲

川

千

曲

川

千

曲

川    

 
 

 
 

 
 

 
 

七七七七

、、、、

寒寒寒寒

いいいい

朝朝朝朝    

 
 

 
 

 
 

 
 

八八八八

、、、、

ふ

る

さ

と

ふ

る

さ

と

ふ

る

さ

と

ふ

る

さ

と    

    

シ

ョ

ン

を

ご

用

意

し

、

利

用

者

の

皆

様

が

出

来

る

限

り

、

安

心

・

安

全

・

安

楽

な

在

宅

生

活

を

継

続

し

て

い

た

だ

け

る

よ

う

、

自

立

に

向

け

て

食

事

・

入

浴

・

排

泄

等

の

介

護

支

援

サ

ー

ビ

ス

を

提

供

さ

せ

て

い

た

だ

い

て

お

り

ま

す

。 

仁

生

園

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

の

ご

利

用

の

お

問

い

合

わ

せ

は

こ

ち

ら

ま

で 

（

代

表

）

〇

五

五

一

―

三

二

―

三

三

四

〇 
    

 
バ

ス

ハ

イ

キ

ン

グ

は

、

普

段

、

外

出

す

る

機

会

の

少

な

い

皆

様

に

と

っ

て

大

変

人

気

の

あ

る

行

事

で

す

。 

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

で

は

、

日

々

、

四

季

折

々

の

行

事

や

手

芸

・

機

能

訓

練

を

取

り

入

れ

た

運

動

レ

ク

レ

ー 

 
 

 

ゲ

ー

ム

を

開

始

し

た

の

で

す

が

、

な

か

な

か

倒

れ

ま

せ

ん

。

職

員

が

「

お

手

本

を

し

ま

す

。

」

と

や

っ

て

み

ま

し

た

が

、

な

か

な

か

難

し

く

悪

戦

苦

闘

で

す

。

 

そ

ん

な

事

も

慣

れ

て

き

て

応

援

に

も

熱

が

入

り

後

半

戦

は

ス

ト

ラ

イ

ク

の

連

発

で

す

。

結

果

は

三

十

対

三

十

二

で

男

性

チ

ー

ム

が

勝

ち

ま

し

た

。

 

女

性

チ

ー

ム

は

笑

顔

で

「

次

は

私

た

ち

も

負

け

ん

よ

。

が

ん

ば

る

じ

ゃ

ん

。

」

と

次

回

を

楽

し

み

に

し

て

い

る

よ

う

で

す

。

 

寒

さ

に

負

け

ず

、

室

内

で

も

体

を

動

か

せ

る

ゲ

ー

ム

や

手

芸

、

料

理

等

引

き

続

き

楽

し

み

た

い

と

思

っ

て

い

ま

す

。 

   

第

二

仁

生

園

の

周

り

も

色

付

き

寒

く

な

っ

て

き

ま

し

た

。

 

十

月

二

十

四

日

（

金

）

、

男

女

紅

白

に

分

か

れ

ボ

ー

リ

ン

グ

を

し

ま

し

た

。

 

リ

ハ

ビ

リ

用

の

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

の

ピ

ン

な

の

で

、

皆

さ

ん

「

簡

単

！

簡

単

！

」

と 



平

成
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六
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日
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年

十

月

三

十

一

日 

 
愛

寿

会

愛

寿

会

愛

寿

会

愛

寿

会

・・・・

仁

生

園

仁

生

園

仁

生

園

仁

生

園

・・・・

第

二

仁

生

園

第

二

仁

生

園

第

二

仁

生

園

第

二

仁

生

園

へ

の

へ
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へ
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へ
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ごごごご

協

力

協

力

協

力

協

力

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

し

た

し

た

し

た
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へ

の

ご

意

見

・

ご

要

望

や

施

設

見

学

等

の

ご

希

望

が

ご

ざ

い

ま

し

た

ら

左

記

ま

で

ご

連

絡

く

だ

さ

い

。
 

仁

 

生

 

園

 

電

話

 

０

５

５

１

（

３

２

）

３

３

４

０

 

第

二

仁

生

園

 

電

話

 

０

５

５

１

（

３

２

）

８

２

７

０

 

愛寿会ホームページ  http://www.aijyukai.com      E-mail : jinseien@poem.ocn.ne.jp 

感

謝 

第 185 号                        社会福祉法人 愛 寿 会                平成 26 年 11 月 10 日 

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

活

動

活

動

活

動    

    

・

レ

ク

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

ほ

が

ら

か

グ

ル

ー

プ

 

代

表

 

吉

田

 

道

子

 
 

 

様

 

・

レ

ク

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

ゆ

ず

っ

こ

の

会

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

代

表

 

佐

野

 

恭

子

 
 

様

 

・

北

杜

市

 
 

 
 

 
 
 

う

た

な

か

ま

八

ヶ

岳

 
 

様

 

・

北

杜

市

 
 

 
 

 
 
 

マ

ン

マ

カ

リ

ー

ナ

 
 

様

 

・

北

杜

市

 
 

 
 

 
 
 

保

 

坂

 
 

多

枝

子

 
 

様

 

・

北

杜

市

 
 

 
 

 
 
 

井

 

上

 
 

早

智

子

 
 

様

 

・

北

杜

市

 
 

 
 

 
 
 

原

 

田

 
 

勝

 

子

 
 

様

 

・

北

杜

市

 
 

 
 

 
 
 

佐

 

藤

 
 

英

 

道

 
 

様 

・

三

鷹

市

 
 

 
 

 
 
 

山

 

本

 
 

美

根

子

 
 

様 

・
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名

 

取

 
 

け

さ

代
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い

つ

も

ご

協

力

を

い

た

だ

き

心

か

ら

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。

今

後

と

も

利

用

者

の

皆

様

に

、

よ

り

ご

満

足

い

た

だ

け

る

施

設

運

営

を

目

指

し

役

職

員

一

体

と

な

っ

て

誠

心

誠

意

努

め

て

参

り

ま

す

。 

何

卒

、

こ

れ

か

ら

も

ご

支

援

の

ほ

ど

を

、

ま

た

、

ご

叱

正

を

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。 
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生
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ウ
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茶茶茶茶

のののの

間間間間

会会会会    
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十

月

二

十

三

日

（

木

）

、

こ

あ

ら

ま

菜

園

で

収

穫

し

た

サ

ツ

マ

イ

モ

と

ジ

ャ

ガ

イ

モ

を

食

べ

な

が

ら

、

久

し

ぶ

り

に

「

お

茶

の

間

会

」

を

開

催

し

ま

し

た

。 

 

今

年

収

穫

し

た

お

芋

は

細

く

て

小

さ

い

も

の

ば

か

り

と

見

た

目

は

あ

ま

り

よ

く

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

が

、

食

べ

て

み

る

と

思

い

の

ほ

か

甘

く

お

い

し

い

お

芋

に

な

り

ま

し

た

。 ま

た

来

月

は

、

皆

様

楽

し

み

に

し

て

い

る

「

社

会

見

学

に

出

か

け

よ

う

」

と

い

う

事

に

な

り

ま

し

た

。    
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